
「学ぶ」をちょっと立ちどまって考えてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 見城慶和さんは、東京都内の公立夜間中学校に通算 42年間勤め、退職後も自主夜間中学「えんぴつの会」を運営し、

人々の学びを見守り続けていらっしゃいます。2003年公開の映画「こんばんは」（墨田区立文花中の夜間学級を舞台と

するドキュメンタリー）では教壇に立たれています。 

  

日 時 2020 年 3 月 14 日（土） 

13：30～15：30 

会 場 大田区立消費者生活センター 大集会室 

    JR 京浜東北線「蒲田」駅東口下車 徒歩 5 分 

定 員 80 名 

申込み方法 下記へ参加希望者のご氏名をお知らせください。今

後も当会の催し物等の連絡を希望される場合は、メ

ールアドレス、電話番号、住所等の連絡先もお知らせ

ください。 

お預かりした個人情報は、当日の運営及び当会の今後のご案内の目的以外には使用しません。 

 E メール  manabu.tsukuru20@gmail.com 

  または電話 ０９０－９１５６－１７５８（野村） 

 

★主催：「学ぶ」をつくる会 

一人ひとりが生きていくために地域で学び合う場をつくることを目的に活動する会です。 

映画とお話 

＜映画＞「こんばんはⅡ」 
＜お話＞  
見城慶和（けんじょうよしかず）さん   

 夜間中学卒業生  

鶴巻英美子（つるまきえみこ）さん 
  清水幸子（しみずさちこ）さん（区立糀谷中夜間学級の卒業生） 

   

ここから私の夢は始まった 

…人間として胸をはって生き抜くために必

要な学びを、ここでつかもうと懸命に努力

する人たちの記録であり、学ぶこと、生き

ることをあらためて問うものでもありま

す。（「こんばんはⅡ」のちらしより） 

夜間中学ドキュメンタリー映画 

（文部科学省選定）2019年制作           

監督：森 康行   

制作・著作：夜間中学校と教育を語る会 

 

あまり学校に行かなかった自分に自信がもてない… 

これから日本で幸せに生きていくために学びたい… 

 

…「学ぶ」ことは生きていくということ 
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